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蘭
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忠、主

男ぉ

第
十
八
願
に
於
け
る
「
唯
除
五
逆
誹
諺
正
法
」
に
就
て
は
振
古
の
諸
哲
異
解
紛
転
た
る
も
の
が
あ
る
。
然
し
、

学
二
切
法
一
貫
綜
棲
練

せ
し
康
僧
鎧
が
翻
訳
な
さ
れ
た
此
の
八
個
の
文
字
そ
の
憧
を
、
如
来
正
覚
の
理
念
か
ら
最
も
純
粋
に
素
直
に
拝
読
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、

五
逆
と
誹
詩
正
法
と
を
、
唯
、
専
ら
、

し
っ
か
り
と
、
実
除
す
る
こ
と
を
顕
す
。

即
ち
此
の
聖
語
は
、
一
二
信
一
念
に
よ
っ
て
一
一
間
提
が
そ

の
罪
体
を
断
除
せ
ら
れ
て
往
生
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
決
定
せ
る
と
こ
ろ
の
一
闇
提
往
生
の
本
誓
で
あ
る
。

除
く
の
は
、
逆
詩
の
罪
で
あ
っ
て
、
逆
請
の
人
で
は
な
い
。

一
一
闘
提
の
業
を
取
り
除
い
て

一
間
提
そ
の
人
を
往
生
さ
せ
る
と
い
う
の

が
唯
除
の
誓
語
の
意
味
で
あ
る
。
従
来
、
先
哲
が
実
除
を
怖
れ
た
の
は
、

人
が
除
か
れ
る
と
解
釈
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
此
の

聖
語
に
於
け
る
唯
除
の
目
的
・
対
象
は
罪
体
で
あ
る
。
若
し
も
罪
人
を
目
的
・
対
象
と
し
て
漢
訳
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
僧
鎧
は
「
唯
助
五

逆
誹
詩
正
法
者
」
或
は
「
即
時
摂
取
五
逆
誹
誇
正
法
者
」
等
と
表
現
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

逆
読
を
実
除
す
る
と
は
、
徳
と
し
て
実
除
す
る
の
で
あ
る
。
実
除
と
は
横
超
断
で
あ
る
。
横
超
断
は
切
り
花
で
あ
る
。
根
を
断
ち
切
る

の
で
あ
る
。
根
を
切
ら
れ
た
活
け
花
は
、
花
は
咲
け
ど
も
実
は
な
ら
ぬ
。
横
超
断
は
六
字
の
功
徳
の
断
で
あ
る
。
功
徳
の
断
で
あ
る
故
に

切
っ
た
憧
が
切
っ
て
い
な
い
。
断
市
不
断
で
あ
る
。
完
全
に
断
じ
て
は
い
る
が
、

そ
の
果
が
顕
れ
る
の
は
目
的
の
世
界
即
ち
極
楽
に
於
て



で
あ
る
。
廻
心
し
て
も
即
身
に
成
仏
し
な
い
。
往
生
成
仏
で
あ
る
。

一
闘
提
の
罪
体
は
横
超
断
に
か
か
る
け
れ
ど
も
、
不
断
煩
悩
の
放
に
、

一
関
提
の
相
は
一
生
涯
付
き
纏
わ
せ
て
あ
る
。
裟
婆
の
命
の
あ
ら
ん
限
り
は
一
間
提
の
憧
で
置
い
て
お
か
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
極
楽

へ
は
煩
悩
具
足
で
往
生
し
な
い
。
逆
詩
の
罪
を
持
っ
た
憧
で
罪
人
が
往
生
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

極
楽
は
悪
人
共
の
阿
鼻
大
地
獄
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

此
の
、
大
経
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
経
典
に
超
越
せ
る
仏
の
本
願
の
深
理
に
就
て
、

一
般
で
は
平
俗
な
除
を
引
い
て
、
も
し
も
公
園
に
い

た
ず
ら
を
す
る
者
が
入
ら
な
け
れ
ば
、
此
の
花
を
折
る
べ
か
ら
ず
と
い
う
禁
止
の
札
を
立
て
る
必
要
は
な
い
の
だ
が
、
悪
人
が
公
園
の
中

へ
入
る
故
に
斯
る
禁
止
の
立
札
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
十
八
願
に
も
、
悪
人
が
極
楽
へ
往
く
故
に
、
極
楽
へ
往
く
者
は
悪
事
を
す

べ
か
ら
ず
と
い
う
禁
止
の
札
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
唯
除
の
誓
文
で
あ
る
、

と
見
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
銘
文
三
十
一
丁

に
「
唯
除
は
、

た
だ
の
ぞ
く
と
い
う
こ
と
ば
な
り
。

五
逆
の
つ
み
ひ
と
を
き
ら
ひ
、
詩
法
の
お
も
き
と
が
を
し
ら
せ
ん
と
な
り
。
こ
の
ふ

た
つ
の
つ
み
の
お
も
き
こ
と
を
し
め
し
て
、

十
方
一
切
の
衆
生
み
な
も
れ
ず
往
生
す
へ
し
と
し
ら
せ
ん
と
な
り
。
」
そ
れ
は
、

本
当
に
除

く
の
で
は
な
く
、

た
だ
の
ぞ
く
。
方
便
抑
止
。

言
う
こ
と
を
聞
か
ぬ
か
ら
お
菓
子
を
や
ら
ぬ
と
一
応
は
言
う
が
、
後
か
ら
御
八
つ
に
与
え

る
の
だ
と
論
定
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
第
十
八
願
に
そ
の
よ
う
な
軽
い
方
便
の
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
罪
の
重
き
こ
と

や
｝
一
不
し
て
、

と
は
注
意
書
き
で
あ
る
。
唯
除
の
聖
語
が
然
様
な
注
意
書
き
や
公
閣
の
立
札
の
如
き
程
度
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
、

王
本
願
は
余
り
に
も
軽
き
に
失
す
る
の
で
あ
る
。
般
舟
讃
四
丁
に
、

ニ

シ

テ

ナ

P

ナ

リ

セ

γ
ガ

ト

ト

ト

ヲ

円
門
不
同
八
万
四
為
レ
滅
ニ
無
明
果
業
困
一

ハ

チ

ν

ノ

ミ

ナ

ナ

リ

ス

ル

畠

ハ

ナ

ノ

ゾ

コ

ル

利
剣
即
是
弥
陀
号
一
声
称
念
罪
皆
除

唯
除
と
は
専
除
で
あ
り
、
滅
除
で
あ
り
、
断
除
で
あ
り
、
頓
絶
で
あ
り
、
横
超
断
で
あ
る
。
横
超
断
に
は
摂
取
も
抑
止
も
か
か
ら
な
い

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
唯
除
の
誓
一
語
に
就
て
、
抑
止
と
摂
取
、
仮
除
、
暫
除
、
二
罪
の
共
単
、
己
造
と
禾
造
、
弥
陀
に
つ
く
か
釈
迦
に

一
周
提
往
生
の
本
誓



一
闘
提
往
生
の
木
誓

四

つ
く
か
、
等
の
論
議
は
凡
て
付
会
の
議
論
と
見
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
信
巻
末
四
丁
に
、

一
三
一
日
ニ
横
超
断
固
流
一
者
乃
至
言
レ
断
者
発
一
一
起
往
相
一
心
一
故
無
ニ
生
市
当
レ
受
生
一
無
ニ
趣
而
更
応
レ
到
趣
一
己
六
趣
回
生
因
亡
果
滅

ベ

キ

ベ

や

故
即
頓
断
一
一
絶
三
有
生
死
一
故
日
レ
断
也

と
、
親
驚
聖
人
は
深
遠
な
解
釈
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
間
信
一
念
に
仏
の
願
力
を
以
て
五
悪
趣
に
堕
す
る
罪
業
を
横
さ
ま
に
超
断
す
る
。

罪
業
の
体
が
超
断
せ
ら
れ
て
い
る
故
に
、
逆
詩
の
業
相
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
生
死
の
因
種
に
な
ら
な
い
。
現
実
の
生
活
の
相
に
は
何
等
の

変
化
も
見
出
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
地
獄
の
苦
は
も
は
や
実
体
無
き
仮
象
に
堕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
道
の
因
が
取
り
除
か
れ
る
故
に

輪
廻
の
果
は
自
づ
か
ら
誠
す
る
。
因
果
が
巳
に
亡
ぶ
故
に
身
も
名
も
頓
に
絶
え
る
こ
と
を
経
に
は
無
人
と
名
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
我

々
は
未
来
が
我
々
を
ど
の
よ
う
に
導
き
つ
つ
あ
る
か
を
見
抜
き
、
未
来
の
摂
取
の
必
然
性
を
自
覚
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
未
来
へ
往
く
者
に

過
去
は
無
い
。
過
去
が
完
全
に
清
算
せ
ら
れ
る
の
を
横
超
断
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
。

横
超
と
は
、
時
間
系
列
の
竪
的
性
格
を
破
壊
し
、
理
念
の
領
域
に
解
脱
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
絶
対
的
直
観
の
飛
躍
を
信
楽
の

一
念
と
い
う
。
そ
れ
を
、

ν
ズ
ル
晶

夫
按
一
一
真
実
信
楽
一
信
楽
有
一
二
念
二
念
者
斯
顕
一
一
信
楽
開
発
時
起
之
極
促
一

と
、
絶
対
体
験
の
極
限
を
顕
示
せ
ら
れ
て
い
る
。
斯
様
な
瞬
間
的
極
限
に
は
如
何
な
る
人
間
性
も
人
倫
性
も
介
入
の
余
地
は
全
く
存
し
な

い
の
で
あ
る
。
本
典
の
如
何
な
る
場
所
に
於
て
も
倫
理
的
法
則
が
措
定
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、

本
典
が
純
粋
宗
教
の
理
念
を
開
顕
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
的
真
理
の
倫
理
化
を
根
源
的
に
克
服
せ
る
保
証
が
教
行
信
証
の
全
体
系
の
本
質
的
な
意
味
で
あ
る
。

楽
邦
文
類
云
宗
釈
禅
師
云
畏
丹
一
粒
変
レ
鉄
成
レ
金
真
理
一
一
一
二
口
転
＝
悪
業
一
成
一
一
善
業
一

（
行
巻
四
七
丁
）

阿
闘
世
が
如
何
に
極
悪
を
尽
そ
う
と
も
、
如
来
正
覚
の
理
念
に
包
摂
せ
ら
れ
、

仏
陀
の
感
化
に
よ
っ
て
そ
の
根
底
を
突
き
破
ら
れ
て
、

聖
な
る
解
脱
の
領
域
に
ま
で
意
志
が
昇
華
せ
ら
れ
た
時
に
は

巳
に
犯
し
た
罪
が
大
悲
聞
提
の
菩
提
心
に
ま
で
転
化
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



宗
釈
禅
師
の
此
の
誓
除
は
錬
金
術
に
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
行
巻
に
於
け
る
大
行
の
体
系
的
な
深
釈
は
唯
此
の
一
句
に
尽
る
の
で
あ
る
。

神
的
理
念
は
如
何
な
る
悪
を
も
普
化
し
得
る
絶
対
性
を
意
味
す
る
。
宗
教
に
於
け
る
真
理
の
ロ
ゴ
ス
は
、
如
来
正
覚
の
理
念
自
体
を
意
味

す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
は
仏
行
と
し
て
の
タ
l
ト
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

浬
繋
経
が
一
切
衆
生
の
仏
性
を
認
め
な
が
ら
も
、

一
闇
提
堕
地
獄
の
義
｜
｜
蟻
子
を
殺
す
も
殺
罪
を
得
る
が

一
闇
提
を
殺
す
と
も
罪

を
見
ず
と
い
う
経
語
｜
！
i

は
、
浬
繋
経
自
体
の
矛
盾
で
あ
っ
た
。
然
る
に
浬
梁
経
の
全
体
が
翻
訳
せ
ら
れ
て
、
遂
に
、
犯
四
重
禁
作
五
逆

罪
一
闇
提
等
皆
有
ニ
仏
性
－
（
真
仏
土
巻
一
四
丁
）
の
聖
語
に
よ
っ
て
そ
の
背
反
性
の
難
過
を
完
全
に
取
り
除
い
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
仏
教

が
そ
れ
ま
で
排
除
し
て
来
た
一
間
提
の
極
悪
の
機
の
成
仏
、
か
↓
証
明
せ
ら
れ
た
。

こ
の
意
味
で
浬
柴
経
は
、
善
悪
一
機
立
の
聖
道
一
代
の
教
え

の
不
可
欠
の
領
域
を
肯
定
す
る
経
典
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
、
浄
土
真
宗
で
悪
人
正
機
を
論
じ
て
も
、
若
し
も
此
の
浬
繋
経
の
体
義
が
第
十
八
願
成
就
の
中
に
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
、
悪
人
正
機

の
実
義
は
妄
想
に
堕
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
浬
繋
経
の
中
に
大
信
心
は
仏
性
な
り
と
論
明
さ
れ
た
そ
の
大
信
心
自
体
は
、
第
十
八

願
に
於
て
仏
の
方
に
成
就
せ
し
仏
心
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
仏
心
を
聞
信
の
極
促
に
無
智
の
凡
夫
に
廻
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
如

来
の
仏
性
が
悪
人
の
性
体
に
充
満
す
る
の
で
あ
る
。
浬
繋
経
は
闇
提
仏
性
を
論
じ
て
証
の
側
の
開
顕
と
な
り
、
第
十
八
願
は
十
方
衆
生
の

機
の
上
に
仏
性
を
成
就
し
給
う
。
即
ち
第
十
八
願
は
浬
繋
経
の
体
義
で
あ
る
仏
性
を
、

信
楽
の
一
念
に
よ
っ
て
真
実
報
土
に
於
て
具
体
的

に
開
顕
す
る
の
で
あ
る
。
真
仏
土
巻
二
九
丁
に
、

チ

ズ

ス

ヲ

ル

ガ

ノ

墨

ナ

9

9

品

へ

p

ハ

品

シ

シ

テ

故
知
到
ニ
安
楽
仏
国
一
即
必
顕
ニ
仏
性
一
白
二
本
願
力
回
向
一
故
亦
経
言
下
衆
生
未
来
具
三
足
荘
一
一
厳
清
浄
之
身
一
一
向
得
予
見
一
一
仏
性
一

浬
喋
経
で
は
浬
喋
の
徳
に
よ
る
破
砕
に
よ
っ
て
一
聞
提
の
現
身
成
仏
を
要
請
し
て
お
り
、

大
経
で
は
仏
の
本
願
の
功
徳
の
大
益
と
し
て
、

万
善
万
行
の
総
体
で
あ
る
仏
の
正
覚
の
名
に
よ
っ
て
、

無
善
の
凡
夫
が
浬
撲
の
徳
の
領
域
に
ま
で
止
揚
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
浬
柴
経
の

優
位
性
は
闇
提
成
仏
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
浬
梁
経
の
立
場
で
は
そ
の
成
仏
が
現
身
成
仏
で
あ
る
故
に
、

自
証
に
於
け
る
実
践
的
困
難
性
が

一
闇
提
往
生
の
本
誓

五



一
闇
提
往
生
の
本
誓

一六

オ
ポ
シ
テ
ナ
リ
マ

γ
ト

付
き
纏
っ
て
い
る
。
然
る
に
、
大
経
に
於
て
は
、
本
典
総
序
に
欲
レ
恵
一
一
逆
諒
闇
提
一
と
開
顕
せ
し
如
く
、

一
閣
提
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の

功
徳
が
充
実
す
れ
ば
、
そ
の
表
面
は
一
闇
提
そ
の
憧
の
相
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
本
質
は
煩
悩
を
断
絶
せ
る
大
浬
撲
の
生
活
が
徹
底
す

る
の
で
あ
る
。
本
願
力
の
法
は
未
来
法
で
あ
る
故
に
、
現
実
の
一
間
提
は
此
の
未
来
法
に
引
き
ず
ら
れ
て
浬
梁
の
都
に
入
る
と
い
う
絶
対

宗
教
の
最
高
極
限
の
表
示
が
教
行
信
証
で
あ
り
、
そ
の
証
の
具
体
的
内
容
を
取
り
扱
っ
た
の
が
浬
柴
経
で
あ
る
。
斯
の
浬
繋
経
で
取
り
扱

わ
れ
た
法
門
を
略
門
一
法
句
す
れ
ば
、
易
往
而
無
人
の
五
字
の
指
標
で
あ
る
。

善
導
の
四
帖
の
疏
は
、
善
人
は
仏
道
を
得
る
も
悪
人
は
仏
道
を
得
な
い
と
い
う
仏
教
一
般
の
通
義
に
泥
ん
だ
偏
見
を
超
え
て
、
純
粋
宗

教
の
上
で
、
観
経
の
下
三
品
か
ら
、
悪
人
正
機
を
革
命
的
に
論
証
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
処
に
は
猶
善
悪
療
立
の
余
薫
が
残
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
と
い
う
の
は
、
法
を
受
け
る
機
を
限
定
し
て
、
詩
法
無
信
等
は
法
を
得
る
に
由
無
き
者
と
し
て
、
朽
林
や
大
石
に
は
潤
い

を
生
ず
る
期
が
無
い
と
い
う
誓
除
を
玄
義
分
七
丁
に
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
現
身
成
仏
の
思
想
が
草
木
国
土
皆
悉
成
仏
を
論
じ

て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
、
第
十
八
願
成
就
の
真
実
報
土
に
於
て
絶
対
的
に
先
証
的
な
必
然
性
を
有
っ
て
い
る
こ
と
を
看
破
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
詩
法
無
信
に
誓
え
ら
れ
て
い
る
そ
の
朽
林
碩
石
も
報
土
に
於
て
は
七
宝
の
樹
林
を
意
味
し
、

八
難
の
場
所
に
於
け
る

地
獄
餓
鬼
畜
生
も
総
て
如
来
正
覚
の
場
所
に
作
仏
せ
し
め
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
報
土
は
、
世
界
の
全
体
が
成
正
覚
し
て
い
る
純
粋
荘

厳
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
世
界
全
体
は
如
何
に
し
て
如
来
正
覚
の
中
に
超
凡
者
と
し
て
作
仏
せ
し
め
ら
れ
る
か
は
、

ノ
イ
ズ
コ
Z

毛

ル

ユ

メ

テ

シ

ヲ

ゼ

ナ

ル

ロ

ト

ヲ

シ

タ

マ

ヲ

タ

巷

νテ
や

コ

ト

ヲ

タ

ノ

，

メ

エ

又
英
国
土
微
妙
安
楽
清
浄
若
レ
此
何
不
三
力
為
レ
善
念
一
一
道
之
臼
然
一
著
下
於
無
－
王
下
一
洞
達
無
中
辺
際
主
宜
下
各

a
F

，

マ

ヘ

バ

ヲ

ズ

シ

テ

ィ

テ

ス

νパ
ノ

ニ

サ

マ

ニ

リ

ヲ

ハ

ユ

ジ

ル

コ

ト

ハ

s

p

ク

シ

テ

キ

唾

勤
精
進
努
力
自
求
レ
之
必
得
中
超
絶
去
往
一
一
生
安
養
国
一
横
裁
一
二
立
悪
趣
一
悪
趣
自
然
閉
昇
レ
道
無
一
一
窮
極
一
易
レ
往
市

サ
ト

p
ノ

ト

um

－

－

セ

ト

ナ

ル

ヲ

ク

イ

ズ

a
z
号

ル

畠

テ

ヲ

シ

テ

無
人
其
因
不
ニ
逆
違
一
自
然
之
所
e

牽
何
不
下
棄
一
一
世
事
一
勤
行
求
中
道
徳
ム
可
下
獲
一
一
極
長
生
一
寿
楽
無
L
伺
レ
極

（
大
経

下
十
丁

願
生
控
口
薩
横
超
易
往
分
〉

と
、
若
不
生
者
の
本
願
の
成
就
を
開
顕
し
て
い
る
。

も
し
唯
善
人
の
み
の
往
生
で
第
十
八
願
の
真
理
が
尽
る
と
し
た
な
ら
ば
、
此
経
語
に



続
く
五
悪
段
胎
化
段
の
開
示
を
要
し
な
い
。

五
悪
段
の
対
象
は
一
関
提
で
あ
っ
て
、

一
闘
提
が
易
往
而
無
人
の
横
超
の
直
道
に
よ
っ
て
直

ち
に
報
土
に
入
る
こ
と
を
顕
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

玄
義
分
の
誓
に
あ
る
朽
林
も
碩
石
も
総
て
往
生
す
る
こ
と
を
顕
開
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る。

小
西
迦
葉
師
云
諸
有
衆
生
身
中
各
有
一
言
億
万
粒
細
胞
二
一
細
胞
中
各
有
二
阿
弥
陀
仏
－
是
故
於
二
切
世
界
一
無
レ
有
ニ
一
闇
提
一
是

以
一
切
衆
生
体
一
一
達
弥
陀
正
覚
大
世
界
一

仏
の
法
門
は
八
万
四
千
に
余
れ
ど
も
、

八
万
四
千
の
法
門
の
終
帰
は
真
実
報
土
の
往
生
即
成
仏
の
証
の
義
に
於
て
究
覚
す
る
の
で
あ
る
。

易
往
市
無
人
は
、
信
を
獲
れ
ば
易
く
極
楽
ヘ
往
け
る
の
だ
が
人
に
信
慧
あ
る
こ
と
難
け
れ
ば
往
く
人
無
し
、

と
い
う
難
信
の
義
に
解
釈

せ
ら
れ
て
い
る
。
然
し
、
往
き
易
い
が
往
く
人
無
し
と
は
矛
盾
の
論
理
で
あ
る
。
弥
陀
は
如
何
な
る
個
体
に
も
一
々
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の

本
願
を
成
就
し
給
う
故
に
、
往
く
人
無
し
と
い
う
否
定
的
結
語
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
。

易
往
市
無
人
の
易
往
と
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
如
何
な
る
機
も
報
土
に
直
入
し
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

本
願
三
信
の
易
往

の
極
限
を
意
味
す
る
純
粋
原
因
で
あ
る
。
無
人
は
、
易
往
に
即
す
る
結
果
が
成
仏
で
あ
る
こ
と
を
顕
す
。

無
人
の
無
は
、
虚
無
之
身
無
極

之
体
、
即
ち
第
十
一
願
成
就
の
無
上
浬
壊
の
意
味
か
ら
見
る
べ
き
で
あ
る
。

此
の
往
生
は
生
即
無
生
で
あ
る
故
に
、
無
人
と
は
浬
繋
を
証

す
る
こ
と
で
あ
り
、
無
上
上
の
真
解
脱
の
証
徳
を
得
た
人
で
あ
る
。

」
れ
は
真
諦
の
辺
よ
り
見
た
無
人
で
あ
っ
て
、
信
楽
の
辺
よ
り
見
れ

ば
無
作
の
人
で
あ
る
。
即
ち
、
易
往
市
無
人
と
は
、
本
願
力
に
値
遇
す
る
瞬
間
に
、
唯
除
の
本
誓
に
よ
っ
て
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
与
件
か
ら

超
越
し
解
脱
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
易
往
に
し
て
市
も
直
ち
に
成
仏
す
る
と
い
う
聞
信
一
念
即
得
往
生
の
意
味
で

あ
っ
て
、
絶
対
未
来
の
永
劫
性
を
瞬
間
に
即
す
る
因
果
同
時
の
極
限
を
開
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
論
註
上
六
丁
に
、

テ

タ

リ

テ

ノ

ユ

ク

ヤ

ト

テ

タ

テ

ノ

ノ

ノ

ノ

品

セ

シ

ム

ル

品

ヲ

ト

ル

ト

ノ

ノ

ト

ノ

ノ

ハ

νテ

問
日
依
一
一
何
義
一
説
ニ
往
生
一
答
日
於
一
一
此
間
仮
名
人
中
一
修
一
一
五
念
門
一
前
念
与
一
一
後
念
一
作
レ
因
積
土
仮
名
人
浄
土
仮
名
人
不
レ
得
一
一
決
定

ナ
ル
ヲ

νテ
ナ

ル

ヨ

ト

ヲ

毛

モ

タ

タ

シ

ノ

ヲ

テ

ノ

－

一

シ

ナ

ラ

〈

チ

ケ

ン

シ

ナ

ヲ

バ

チ

ズ

手

ノ

ハ

ズ

ル

ノ

ヲ

ナ

リ

了
不
レ
得
一
一
決
定
異
一
前
心
後
心
亦
復
如
レ
是
何
以
故
若
一
則
無
一
一
因
果
一
若
異
則
非
一
一
相
続
一
是
義
観
一
一
一
異
一
門

一
闇
提
往
生
の
本
誓

七



一
一
畑
提
往
生
の
本
誓

八

第
十
八
願
の
真
実
な
る
信
楽
に
於
て
、
現
生
正
定
棄
と
い
う
菩
薩
の
位
に
住
す
る
が
故
に
、
裟
婆
に
居
り
な
が
ら
裟
婆
の
如
何
な
る
条

件
に
も
支
配
せ
ら
れ
ぬ
か
ら
裟
婆
の
仮
名
人
で
あ
り
、
浄
土
に
生
れ
な
が
ら
未
だ
浄
土
に
居
ら
ぬ
か
ら
浄
土
の
仮
名
人
で
あ
る
。
こ
の
仮

象
の
ま
ま
を
背
反
性
の
絶
対
的
統
一
に
於
て
、

親
驚
聖
人
は
何
の
こ
と
は
無
く
九
十
才
の
生
涯
を
自
然
に
過
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

大
経
に
難
信
の
証
示
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
立
場
は
釈
尊
の
出
世
本
懐
の
場
所
か
ら
誓
願
一
仏
乗
の
絶
対
的
価
値
を
保
証
せ
る
も
の

で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
弥
陀
招
喚
の
願
力
的
転
換
か
ら
見
る
な
ら
ば
、キ

ノ

ハ

ノ

－

－

シ

テ

ル

コ

ト

タ

ヨ

ト

ヲ

－

p

u

v

包

テ

ユ

キ

テ

ヲ

タ

ズ

ル

ハ

如
来
輿
世
易
レ
値
易
レ
見
諸
仏
経
道
易
レ
得
易
レ
聞
菩
薩
勝
法
諸
波
羅
蜜
得
レ
聞
亦
易
遇
一
一
善
知
識
日
開
レ
法
能
行
此

キ

テ

ノ

ヲ

セ

y
ハ

シ

ギ

タ

ル

ハ

ノ

品

ノ

晶

ノ

ハ

タ

ノ

シ

タ

ノ

牟

タ

ノ

ヲ

カ

ナ

ラ

J

A

S

ν

テ

亦
為
レ
易
若
聞
コ
斯
経
一
信
楽
受
持
易
中
之
易
無
レ
過
一
一
此
易
一
是
故
本
願
修
起
法
如
レ
是
作
如
レ
是
説
如
レ
是
教
応
当
一
一
信
順
如
法

修
行
一

聖
道
の
難
行
は
行
そ
の
も
の
が
困
難
で
あ
る
。
浄
土
の
難
信
と
は
値
遇
の
難
で
あ
っ
て
、
自
力
の
行
を
以
て
他
力
の
信
を
獲
ょ
う
と
す

る
か
ら
極
難
信
の
法
と
な
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
此
の
値
遇
の
難
は
機
の
方
か
ら
言
う
の
で
あ
っ
て
、

法
の
方
か
ら
論
定
す
れ
ば
往
き
易

く
し
て
直
ち
に
成
仏
す
る
の
で
あ
る
。
寒
に
、
易
往
而
無
人
は
他
力
の
極
意
を
示
す
。
信
ず
れ
ば
往
生
す
る
と
い
う
言
い
方
を
す
る
為
に
、

此
の
信
の
一
字
が
呑
み
込
め
な
い
で
、
何
時
ま
で
も
疑
情
の
雲
に
覆
わ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、

ズ

ル

－

一

ノ

ヲ

フ

テ

シ

νタ
〆

ル

P

ム

カ

昌

也

観
ニ
仏
本
願
力
一
遇
無
ニ
空
過
者
一
能
令
三
速
満
一
一
足
功
徳
大
宝
海
一

（
浄
土
論
二
丁
）

カミ

一
心
願
生
の
内
容
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
値
遇
す
る
こ
と
が
直
ち
に
信
で
あ
る
。
仏
力
に
よ
っ
て
本
願
力
に
遇
わ
せ
て
頂
く
そ
れ

が
直
ち
に
廻
向
の
信
で
あ
る
。
寒
に
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
聞
く
一
念
に
往
生
の
正
因
は
究
寛
す
る
の
で
あ
る
。
第
十
八
願
成
就
文
に
言
く
、

辛

テ

ノ

ヲ

ヲ

シ

イ

マ

シ

ル

ノ

－

一

ヲ

シ

タ

マ

へ

リ

ズ

ν
，、
νν
ト

ノ

品

チ

テ

ヲ

骨

ν

z

〆

諸
有
衆
生
聞
ニ
其
名
号
一
信
心
歓
喜
乃
至
二
念
一
至
心
廻
向
願
レ
生
一
一
彼
国
一
即
得
一
一
往
生
一
住
ニ
不
退
転
一
唯
除
一
二
立
逆
誹
誘
正
法
一

仏
を
除
い
て
如
何
な
る
者
も
一
聞
提
に
非
ざ
る
者
は
な
い
。

我
々
は
一
日
と
し
て
誹
詩
正
法
せ
ぬ
日
は
無
い
。
然
し
、
誹
詩
正
法
す
る

ユ
カ
カ
ラ
ソ
ヤ

何
等
世
界
無
ニ
仏
法
功
徳
宝
一
と
。

仏
法
功
徳
の
宝
無
き
こ
と
を
許
さ

と
も
邪
魔
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
浄
土
論
二
丁
に
日
く
、



ぬ
。
誹
誇
正
法
と
言
う
以
上
、

そ
こ
に
は
己
に
誹
詩
せ
ら
れ
る
正
法
が
存
在
す
る
。
誹
諒
す
る
直
下
が
最
早
、
正
法
で
あ
る
。
仏
法
で
あ

る
。
寒
に
、
仏
法
を
信
じ
よ
う
と
も
又
語
ろ
う
と
も
、
仏
か
ら
見
れ
ば
同
じ
で
あ
る
。

一
つ
で
あ
る
。

悪
人
正
機
と
は
、
悪
が
理
念
の
王
国
へ
の
契
機
と
な
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
人
聞
が
理
念
か
ら
の
反
照
に
よ
っ
て
批
判

せ
ら
れ
た
領
域
で
あ
っ
て
、
人
倫
の
場
所
に
於
け
る
善
悪
の
措
定
を
意
味
し
な
い
。
若
し
も
人
聞
が
人
間
自
身
の
能
力
を
以
て
善
を
為
し

遂
げ
得
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
善
の
為
に
却
っ
て
最
高
善
を
産
み
出
す
神
的
理
念
の
道
を
閉
塞
す
る
の
で
あ
る
。

悪
人
正
機
は
、
信
前
や
初

一
念
で
言
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
信
後
か
ら
翻
っ
て
自
己
の
正
機
を
自
覚
す
る
状
態
で
あ
る
。
弥
陀
の
本
願
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
て
み

れ
ば
、
自
己
の
過
去
は
ど
こ
ま
で
も
一
閣
提
で
あ
っ
た
と
い
う
自
覚
が
深
ま
る
。
大
経
で
は
唯
除
の
本
誓
に
よ
っ
て
、

聞
信
の
利
那
に
一

闇
提
の
禍
根
を
断
絶
せ
ら
れ
る
故
に
、

五
悪
段
に
来
て
自
己
の
一
閣
提
を
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。

浄
土
真
宗
に
帰
す
れ
ど
も

真
実
の
心
は
あ
り
か
た
し

虚
仮
不
実
の
わ
が
身
に
て

清
浄
の
心
も
さ
ら
に
な
し

（
悲
歎
讃
）

こ
れ
が
大
経
の
五
悪
段
で
あ
る
。
信
を
獲
て
後
に
出
て
来
る
。
信
を
獲
た
か
ら
と
て
善
人
に
な
り
き
る
こ
と
は
無
い
。
我
々
の
日
暮
し
が

五
悪
段
で
あ
る
。
五
悪
段
で
往
生
す
る
の
で
あ
る
。

五
悪
段
に
於
け
る
深
還
な
る
意
味
規
定
は
、
永
遠
に
繰
り
展
げ
ら
れ
て
い
る
人
間
運

命
の
挟
悪
の
領
域
即
ち
宿
業
の
内
観
で
あ
る
。
親
驚
聖
人
は
大
悲
の
本
願
に
任
せ
き
っ
た
生
活
を
宿
業
に
ま
で
演
鐸
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

大
聖
お
の
お
の
も
ろ
と
も
に

凡
愚
底
下
の
つ
み
ひ
と
を

逆
悪
も
ら
さ
ぬ
誓
願
に

一
間
提
往
生
の
本
誓

九



一
間
提
往
生
の
本
誓

二
O

方
便
引
入
せ
し
め
け
り

（
観
経
讃
〉

悲
化
段
五
悪
段
は
如
来
正
覚
の
智
慧
に
よ
っ
て
照
顕
せ
ら
れ
た
我
々
の
姿
で
あ
る
。

こ
の
一
闇
提
は
永
劫
に
救
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
聞
に
対
す
る
答
が
、

五
悪
段
に
続
く
霊
山
現
土
で
あ
る
。
霊
山
現
土
の
聖
文
は
、
誓
願
一
仏
乗
の
出
拠
で
あ
り
、
念
仏
は
無
碍

ヨ

リ

ズ

ヲ

の
一
道
な
り
の
根
拠
で
あ
る
。
十
方
無
碍
人
一
道
出
ニ
生
死
吋
皆
同
一
色
は
五
乗
斉
入
で
あ
り
、
皆
同
一
色
に
包
ま
れ
る
と
現
生
正
定
粟

で
あ
る
。

一
切
光
明
皆
悉
隠
蔽
は
、
諸
仏
菩
薩
の
光
明
さ
え
も
見
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
光
り
の
中
で
は
、

一
闇
提
の
如
き
も
の
は
徽
菌

の
一
つ
に
も
及
ば
ず
、
顕
微
鏡
で
見
て
も
見
え
な
い
。
唯
見
仏
光
明
曜
顕
赫
は
、
唯
、
摂
取
の
光
明
の
み
。
こ
れ
は
一
切
衆
生
即
得
往
生

の
益
を
顕
す
。

一
間
提
が
諸
仏
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
弥
陀
の
光
明
と
一
つ
に
な
る
の
で
あ
る
。

光
雲
無
碍
如
虚
空

一
切
の
有
碍
に
さ
は
り
な
し

光
沢
か
ふ
ら
ぬ
も
の
ぞ
な
き

難
思
議
を
帰
命
せ
よ
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済
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世
雄
悲
正
欲
レ
恵
一
一
逆
諒
闇
提
一
故
知
円
融
至
徳
嘉
号
転
レ
悪
成
レ
徳
正
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信
金
剛
信
楽
除
レ

疑
獲
レ
証
真
理
也

（
讃
偏
讃
）

（
本
典
総
序
）

人
聞
が
真
の
宗
教
ヘ
タ
l
ト
す
る
の
は
、
そ
の
善
か
ら
で
は
な
い
。

又
、
最
高
善
を
為
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
が
如
き
自
己
の
限
界
を
自

覚
し
な
い
偽
善
的
な
立
場
で
は
な
い
。
人
間
の
現
実
は
己
に
一
一
闘
提
の
悲
劇
の
運
命
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
一
間
提
性
に
対
し

て
、
神
に
な
り
得
ベ
く
制
約
す
る
も
の
が
、
神
的
理
念
か
ら
直
接
に
与
え
ら
れ
た
制
約
性
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
此
の
総
序
に
開
聞
せ
る

如
く
、
世
界
史
の
上
に
有
る
聖
者
の
意
志
は

一
闇
提
の
悲
劇
の
運
命
の
只
中
に
在
る
者
を
直
ち
に
無
上
覚
の
座
へ
止
揚
す
る
の
で
あ
る
。

此
の
無
制
約
の
場
所
へ
の
解
放
が
神
的
理
念
の
絶
対
的
真
理
で
あ
る
。
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生
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前
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休
止
一
為
レ
尽
一
一
無
辺
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海
一
故
爾
者
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可
ニ
仰
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一
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華
厳
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ム
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摂
取
（
化
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末
四
一
丁
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信
順
を
因
と
為
し
疑
詩
を
縁
と
為
し
て
信
楽
を
願
力
に
彰
し
妙
果
を
安
養
に
顕
さ
ん
と
い
う
化
巻
の
最
後
の
此
の
言
葉
こ
そ
、
本
典
著

作
の
究
極
の
目
的
を
開
顕
せ
ら
れ
た
最
高
な
る
結
示
の
聖
語
で
あ
る
。

信
順
為
因
は
往
相
の
大
慈
で
あ
り
、
逆
誘
為
縁
は
還
相
の
大
悲
で

あ
る
。
信
楽
彰
於
願
力
は
往
相
の
究
克
で
あ
り
、
妙
果
顕
於
安
養
は
還
相
の
始
め
で
あ
る
。

教
行
信
証
は
、
信
誘
の
背
反
性
を
純
粋
に
統
一
し
、
時
聞
を
超
越
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
人
格
を
如
来
正
覚
の
御
座
に
ま
で
永
遠
的
に
秩
序

付
け
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
宗
教
現
象
か
ら
見
れ
ば
生
死
海
は
無
辺
際
で
あ
る
。

然
し
、
宗
教
理
性
の
絶
対
的
推
理
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
無

辺
際
の
生
死
海
を
永
遠
に
断
絶
し
尽
す
こ
と
が
最
高
の
タ
I
ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寒
に
、
本
典
の
此
の
聖
語
こ
そ
は
、
絶
対
的
推

理
の
真
理
を
具
体
的
に
開
顕
す
る
無
限
結
語
で
あ
る
。

あ

と

カ三

き

昭
和
三
十
一
年
の
秋
、
昼
間
我
量
深
師
と
の
ご
縁
に
よ
り
高
円
寺
の
浄
雲
寺
に
於
て
偶
々
小
西
迦
葉
師
に
遇
い
、

其
信
仰
と
学
問
と
体
験

に
常
な
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
た
。
希
有
の
善
知
識
に
値
い
得
た
の
で
あ
る
。
爾
来
、
遷
化
さ
れ
る
、
迄
別
懇
誇
篤
な
慈
導
を
蒙
っ
た
。
迦
葉
師

は
明
治
二
十
四
年
七
月
二
十
四
日
香
川
県
丸
亀
市
福
島
町
に
出
生
。
倉
本
茂
。
十
九
才
の
秋
、
宿
縁
開
発
し
て
、
本
願
他
力
の
真
実
の
大

信
に
遇
う
。
一
一
十
一
才
よ
り
松
島
善
海
和
上
の
膝
下
に
て
空
華
学
徹
を
学
ぶ
。
大
正
七
年
上
京
。
難
思
寮
、
空
華
荘
及
び
華
園
勧
学
院
に

於
て
親
驚
聖
人
の
思
想
及
び
宗
教
全
般
の
哲
学
的
研
究
を
指
導
。
親
驚
様
の
如
く
賀
古
の
沙
弥
教
信
の
生
活
を
理
想
と
し
て
自
由
自
在
に

一
間
提
往
生
の
本
誓



一
閣
提
往
生
の
本
誓

八
十
五
年
の
信
仰
と
学
問
の
生
涯
を
了
え
て
飛
ぶ
烏
が
そ
の
足
跡
を
大
空
に
残
さ
な
い
様
に
昭
和
五
十
二
年
三
月
十
三
日
浄
土
へ
還
帰
さ

れ
た
。
私
達
を
弘
願
の
本
座
へ
躍
入
さ
せ
る
為
に
一
生
涯
を
非
僧
非
俗
の
相
で
貫
徹
さ
れ
た
還
相
の
菩
薩
、
小
西
迦
葉
師
の
出
世
は
寒
に

二
十
世
紀
日
本
の
驚
異
で
あ
る
と
思
う
。

此
の
小
論
は
、
師
説
の
一
端
を
述
べ
た
も
の
で
、

我

聞

如

レ

是

で

あ

る

。

唯
、
浅
学
非
才
の
閣
不
具
足
の
た
め
に
師
の
ご
冥

徳
を
汚
さ
ん
こ
と
を
只
管
虞
れ
る
の
み
で
あ
る
。
諸
賢
の
厳
密
な
る
ご
批
判
と
懇
篤
な
る
ご
善
導
を
蒙
り
た
く
衷
心
よ
り
念
願
致
す
も
の

で
あ
る
。

（
白
万
一
）




